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は じ め に

チガヤ群落は,草 原 としての維持管理の容易 さと持続

性,法 面保護材料としての表層土壌の十分な保持力,草

原性生物の種多様性保全の効果,地 域の歴史的景観要素

と しての適合性,環 境学習 ・環境教育の素材としての有

用性などの点でたいへん重要な群落である.著 者 らは,

これらの特性を持つチガヤ群落が法面保護や環境草原を

形成する場合の一つのモデルになるものと考え,チ ガヤ

群落の利用や形成方法を報告 してきた(服 部,1987;服

部 ら,1990,1994;浅 見ら,1995;浅 見 ・服部,1996;

服部 ・浅見,1996).そ の後,法 面保護材料と してのチ

ガヤ群落については,流 水に対 して耐性を持つ こと(山

田,1997;中 村 ら,1996)や,植 栽由来のチガヤが,数

年後にはシバやギョウギシバと同様の根茎の強 さを持つ

こと(江崎ら,1997)な どが報告 されている.

近年,堤 防法面だけでなく自然との共生をかかげる公

園や道路の法面においてもチガヤ群落の形成が提案 され,

各種実験 も進められている.さ らに一部では実際の施工

も行われている.

本報告では,こ れまでに行われてきたチガヤ群落形成

の試験施工例や本施工例を紹介 し,群 落形成に関する各

種技術の紹介と問題点の整理を行った.チ ガヤ群落の活

用がまだ不十分な今 日,本 報告が群落形成のための技術

的進歩につながれば幸いである.

ア ンケ ー ト調査

チガヤ群落の形成に関する試験施工例および本施工例

について,そ れ らを進めている各種団体にアソケー トを

実施 した.ア ソケー トは施工年月,場 所,目 的,施 工方

法,面 積,混 播 ・混植種,施 工結果などの項 目を対象 と

した.ア ンケー ト調査の結果,著 者 らの試験施工例を含

めて合計12の 事例報告が得 られ,そ の結果を表1に 示 し

た.

試 験 施工 例

表1に 示 した ように事例の大半(No.1～9)は 河川の堤

防や高水敷を対象 とした建設省による試験施工で,チ ガ

ヤをシバに替わる,あ るいはシバと併用する堤防法面の

緑化材料 として とらえ,実 用的な施工方法の開発をめざ

している.試 験施工は,結 実率,発 芽率,生 育速度など

に対する初期的な実験を経て,施 工方法の確立をめざし

た実践的な試験段階へと進んでいる.現 時点では大規模

な群落形成や施工経費の削減を前提 とした工法の開発が

中心とな り,大 規模な試験施工が行われている.種 子を

利用する方法としては種子吹付け工法や植生 シー ト工法

が,根 茎を利用す る方法と しては植生ネット工法,株 植

え工法などが実用化にむけて試験されている.

No.1～3は,チ ガヤの植栽試験にもっとも早 くから取

り組んだ建設省近畿地方建設局猪名川工事事務所による

事例であるが,そ の中のNo.1と2の 試験に著者 らは協力

している.1988年 に始まった高水敷や堤防法面における

一連の試験では 「チガヤの堤防法面における緑化材料 と

しての可能性」を探 るとともに,猪 名川が阪神地域を流

れる典型的な都市河川であることか ら,環 境教育 ・環境

学習の場の形成を目指 した 「チガヤ草原による野草広場

の創造」をも課題 としている.

No.1は,河 川敷 内でチガヤの発芽 ・活着を試みた初

めての試験である.株 植え工法では活着 したが,播 種で

は花軸を取 り除かなかったため発芽は した ものの乾燥に
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表1.チ ガヤ人工群落の施工例



より定着できない実生個体が多かった.当 試験施工では

「野草広場の創造」を目的の一つとしているので,在 来

野草等の混植試験 も行われている.こ れらの結果は建設

省近畿地方建設局猪名川工事事務所(1991)に まとめられ

ている.

No.2は,高 水敷への大規模施工を 目的に吹付け試験

を行った事例である.乾 燥のためチガヤの発芽率は低 く,

施工後1,2年 はまばらな生育状態であったが,年2回 の

刈 り取 りが続げ られた結果,4年 後にはチガヤ優占群落

が形成された(写 真1).

No.3で は,チ ガヤの根茎(10～25本/m2)を 腐食性の

ネ ットに挟んだ商品を利用する植生ネ ット工法 と,チ ガ

ヤの株を筋状に直植えする工法(株植え工法)と を採用 し

ている.植 生ネット工法ではシバの根茎をチガヤと共に

挟み込み,株 植え工法では張芝と併用す るなど,シ バと

の混植を行 うことで堤防法面に欠かせない早期緑化に対

して高い効果を得ている.シ バ類との混植は,早 期に地

表部が全面被覆されるために,チ ガヤと競合するヨモギ

やセイタカアワダチソウなどの侵入や定着が妨げられる

だけでな く,施 工後は年に2回 の刈 り取 りだけでシバー

チガヤ群落からチガヤ優占群落へ速やかに移行 させるこ

とが可能 となる.し か し混植す るシバ類の種類や種子の

配合割合によっては,チ ガヤが被陰されるおそれがある.

植栽後1年 目のチガヤの生育は,株 植え工法で夏季 の

日照 りにより若干の枯死が見られた ものの,植 生ネット

工法では良好な結果が得 られた(写 真2).

No.4,5は,建 設省四国地方建設局四国技術事務所に

おける事例である.当 技術事務所では,堤 防法面におけ

るシバに替わる種 としてチガヤを取 り上げ,1989年 度 よ

り河川敷地内において植栽試験を開始 している.試 験開

始か ら5年間は,著 者 らがその業務を受託 した.そ の結

果は建設省四国地方建設局四国技術事務所(1993)に まと

められている.施 工方法に関 しては,当 初より現在に至

るまで種子 と根茎の両者について試験を行っている.表

1に示 したのは,ア ソケー ト調査で回答のあった1995年

に行った事例である.No.4,5と も植栽には不適な梅雨

明け時期の施工であるが,植 生 ネッ ト工法を採用 した

No.4で は,1年 後にチガヤ単独の植栽区で全植被率30%,

ギ ョウギ シバとの混植区では同90%に 達 している.ギ ョ

ウギシバ混植区におけるチガヤの植被割合については不

明であるが,チ ガヤの植被率が低 くなければ,堤 防法面

に欠かせない早期緑化を満足すると共に 目標のチガヤ群

落の達成 という点でも良好な結果が得られた と考えられ

る.No.5は,市 販品のチガヤの種子を装着 させた帯状

のシー ト(植生 シー ト工法)と筋 シバとを併用 したもので,

1年後の全体の植被率は30～40%に 達 したとされている.

No.6～8に 示 したのは建設省近畿地方建設局姫路工事

事務所で行った事例である.当 工事事務所では,大 面積

施工の事業化をめざして独 自の施工方法の開発を行って

いる.試 験開始1,2年 目のNo.6で は,種 子の人力播種

や根茎を用いて試験を行い,良 好な結果を得ている.3

年 目のNo.7で は,コ ス ト削減が望める種子の利用に試

験を絞 り,実 用的な工法と して種子吹付け工法を実施 し

た.こ の事例では,高 水敷に行 った7月 の試験施工で良

好な結果を得てお り(写真3),種 子吹付け工法による大

規模施工の可能性が示唆 されている.な お秋に行った施

工ではチガヤが十分に育たないままに休眠期を迎え,冬

の間に枯死 した.No.8は,気 温的にチガヤの発芽に不

適な3月 施工であったが,有 孔 ポ リエチ レソフィルムの

被覆により適期の播種に匹敵する良好な発芽が確認 され

ている.有 孔ポ リエチレンフィルムは保温効果があり水

分の蒸散を防 ぐことか ら,晩 秋か ら早春における法面へ

のシバの吹付け工法に しば しば用 いられる製品である.

No.8に 関する詳細は山田ら(1997)に まとめられている.

No.9は1997年7月 に予定 されている事例で,堤 防法面

の保護を目的に,株 植え工法と種子吹付け工法を用いて

施工する.

No.10は,多 様な野草種の混生する人工草原の形成を

目指 して,著 者 らが行った試験である.種 子を用いた施

工では一般に早期の全面被覆が困難であるが,植 栽後十

分な潅水を行 うことで1年 後には早 くも90%と いうチガヤ

の高い植被率を得た.ま た,播 種あるいは株植えにより

導入 したチガヤ群落の構成種(ス ミレ,カ ワラナデシコ,

キキ ョウ,オ ミナエシ,フ ジバカマ,ウ ツボグサ,オ ヘ

ビイチゴなど)は 年に2回 の刈 り取 り管理で4年 目の現在

も維持 されている.特 にス ミレについては,3.76g/10C

m2の 播種で一面に発芽 し,1997年 の春季にはス ミレの

一面開花が見 られた(写 真4) .な お,当 試験の概要 は服

部 ら(1997)に まとめた.

本施 工 例

No.11は,野 草群落 としてのチガヤ群落を 目標植生 と

した国内で初めての本施工例で,こ の施工に係わる構想,

計画は著者 らが立案 した.兵 庫県加古川市内を流れる加

古川の高水敷に設けられた公園は,「 加古川河川敷緑地

(新神野地区)」 の 「野草花のひろば」として位置づけら

れてお り,「 身近な自然 と親 しむ自由な野草広場一半自

然空間として演出を図る」 というイメージがうたわれて

いる.公 園区域である延長2km区 間のほぼ全域でチガヤ

群落あるいはススキ群落の創出をめざしてお り,チ ガヤ

群落は5haも の面積を占める.1995年 の施工では,当 時

市場性のあった株植え工法,植 生 シー ト工法が用いられ

1997年 の施工では新たに開発された植生ネ ット工法が用

いられた.植 栽1年 後の状況では株植え工法におけるチ

ガヤの生育が良好であり,植 生 シー ト工法での発芽率の



低さが目立 った.し か し施工後3年 目の1997年 には,植

生シー ト工法を用いた区域において もチガヤ優占群落が

形成 されつつある(写 真5).植 栽地内には ヨモギやセイ

タカアワダチソウなどのチガヤと競合す る植物の生育が

少ないが,こ れは施工後の雑草の侵入が顕著であったた

めに,抜 根除草を密に行 った結果である.ま た,当 事例

では 「野草花のひろば」を 目標としているので,チ ガヤ

以外に花を楽 しめる種が導入されている.導 入種につい

ては,著 者 らが提案 したワレモコウ,セ イヨウタソポポ,

オヘビイチゴ,ノ アザ ミ,ツ リガネニソジソ,オ ミナエ

シ,ス ミレ,ウ ツボグサなどのチガヤ群落の構成種のほ

か,実 施設計段階でチガヤ群落には生育 しない外来種が

追加されている.1997年 現在定着が確認 されているのは

ウツボグサ,ツ リガネニソジソ,ワ レモコウや,外 国産

のコマツナギ,セ イヨウタソポポ,ナ デシコなどである.

No.12は,淀 川の高水敷に造成 された河川公園内に施

工 された例である(写 真6).チ ガヤ単一の株植え工法に

より植栽されてお り,多 くの個体が活着 している.施 工

地の近 くには淀川流域 自然園が作 られてお り,そ こには

チガヤ群落の構成種で もあるオ ミナエシ,カ ワラナデシ

コ,フ ジバカマなどが多数植栽 されている.将 来的には,

自然園の植栽個体群を種子供給源とした多様性に富んだ

チガヤ群落の形成が期待 される.

問題 点 の整理

チガヤの施工方法については,① 種子の吹付け工法

(種子),② 植生シー ト工法(種 子),③ 株植え工法(根 茎),

④植生ネ ッ ト工法(根 茎)の4方 法が実用的であるが,そ

れぞれ一長一短の特徴を有 している.法 面保護を目的と

す る場合,吹 付け工法では低 コス トの大規模施工に関 し

て期待が もてる反面,初 期の生長の遅いことか ら早期緑

化や初期のエロージョソ防止に対する課題を抱えている.

近年調査研究の進んでいる姫路工事事務所による当工法

の改良工法が期待される.1997年 現在,植 生シー ト工法

は野草の導入が可能な唯一の市販品であるが,吹 付け工

法と同じ理由から早期緑化に対 して問題が残る.株 植え

工法はある程度の早期緑化や他の植栽方法との併用によ

る野草種の導入が可能な反面,植 え手間がかかるために

大規模施工には向かない.植 生ネット工法はシバとの併

用による早期緑化に対する有効性を持つ一方,植 栽の費

用が最 も高 く,ま た野草種の導入については別途植栽方

法を考える必要がある.こ のように早期緑化や コス ト削

減に対する要求の度合いが高い堤防法面への施工につい

てはまだ試験段階にあると言えよう.

一・方
,レ クリエーシ ョン機能や景観性を重視する野草

群落の形成をめざすような事例では,堤 防の法面保護工

に比較 して経費的には余裕があるので施工地の条件に見

合った施工方法の選択が可能である.例 えば植栽の費用

はかかって も早期の群落形成が必要な場合は根茎の利用,

長期的に多様性に富んだ群落形成を 目標 とする場合は吹

付け工法を利用するなど,当 初の植栽費用,群 落 として

成立するまでにかけることのできる時間や初期管理費用,

導入する野草種に対する植栽費用などを基準に施工方法

が選択できる.

野草種の導入については,種 子の供給や導入種の適切

な選択方法に問題がみ られた.導 入種については,自 然

性の維持や年2回 の刈 り取 り管理 という条件か ら考える

と,古 くか ら持続 している畦畔等のチガヤ群落構成種,

特に半地中植物を中心に選択するのが望ま しい.

実際の施工現場では郷土種 ・郷土個体を多量にそろえ

るのは困難であるが,ス ミレやカワラナデシコのように

繁殖力の強い種であれば,少 量の種子の導入で比較的早

期にチガヤ群落に彩 りを添えることも可能である.ま た,

繁殖力の弱い種であっても導入すれば長期的にはゆっく

りと増加 し,群 落の多様性を高めていく可能性 もある.

設計の初期段階より郷土種 ・郷土個体を確保するための

対策が必要である.

なお,ワ イル ドフラワーと称する園芸種のチガヤ群落

への導入は,野 草群落の形成とい う基本的な概念からは

ずれてお り,問 題外であるが,郷 土種であって も離れた

地域からの導入は問題である.地 域性を無視 した野生種

の導入は,遺 伝子汚染や種内の遺伝的変異の画一・化を招

くことなど様々な問題が指摘されている(矢原,1997;

渡辺 ら,1996).変 異が少ないようにみえるチガヤで さ

え様々な環境に適応 し,遺 伝的にたいへん多様であって

地理的な変異 も大きい(Tominagaetal.,1989).近 年

チガヤについて,外 国産の種子を利用 しようという動き

があるが,遺 伝子汚染を防ぐためにも,ま た本来の意味

での 「野草ひろば」を作るために も,遺 伝子の撹乱を引

き起 こす恐れのあるチガヤの近縁種あるいは同種であっ

ても遠隔地の個体群の導入は,絶 対に禁 じるべきである.
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